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本校の授業改善に向けた取組 

教育課程編成上の 

工夫 

ＩＣＴを活用した 

指導方法の工夫 

評価の工夫 

（授業評価含む） 

校内における 

研究や研修の工夫 

保護者や地域との 

連携の工夫 

各学級における

各教科の授業時

数を把握し、年

間指導計画と照

らし合わせなが

ら、授業進度の

調整を行い、授

業時数を確保す

る。 

教育活動全般に

おいて、ＩＣＴ

（タブレット端

末等）を活用し、

調べ学習・個別学

習を充実させ、基

礎的・基本的な学

力の定着・学力の

向上を図る。 

学習目標や内容を

明確に示すこと

で、生徒自らが学

習の見通しをも

ち、学習過程を振

り返って、適切な

自己評価が行える

ように工夫する。 

評価計画・評価規

準についての研修

を深め、その改

善・充実を図り、

生徒の関心・意欲

や思考・判断、知

識・理解などを適

切に評価する方法

を明確にする。 

生徒や保護者の授

業アンケートを実

施し、指導方法の

工夫改善にいか

す。 

 

関係法規等 

・日本国憲法 

・教育基本法 

・学校教育法 

・学習指導要領など 

 

期待される児童・生徒像 

人間尊重の精神を基調に、心

身ともに健康で知性と感性

に富み、人間性豊かな生徒の

育成を目指す。 

学校教育目標 

 

すなおに学び  

ひたむきに鍛え  

こころ豊かな 三中生 

学校経営方針（学力向上にかかわる要点） 

指導方法の工夫改善に努め、学力の向上を図

る。 

質問教室や補充学習の充実を図る。 

保護者と連携し、家庭学習の定着を進める。 

本校における具体的な学力向上への取組 

各教科において、話す・聞く・読む・書く力

の向上を意識した学習を展開し、言語活動の

充実を図る。 

｢児童・生徒の学力向上を図るための調査｣結

果や、授業評価等を通して生徒の学習状況を

的確に把握し、作成した授業改善推進プラン

の活用を通して、指導方法の工夫改善に努め、

学力の向上を図る。 

朝読書をはじめとした読書活動を推進すると

ともに、各教科の学習活動においても、学校

図書館を活用し、生徒の広い視野や想像力、

教養を養う。 

体験的な学習を織り

交ぜ、基本的な知識や

技能を確実に習得さ

せるとともに、これら

を活用して課題を解

決するために必要な

思考力、判断力、表現

力を身に付けさせる。 

一人一人がかけがえ

のない存在であるこ

とを自覚させ、生命尊

重の精神を尊び、個性

を認め合い、お互いの

人権を尊重する豊か

な人間性を育てる。 

道徳教育の 

指導の重点 
各教科の指導の重点 

探求的な見方・考え

方を働かせ、横断

的・総合的な学習を

行うことを通して、

よりよく課題を解決

し、自己の生き方を

考えていくための資

質・能力を育てる。 

集団や社会における

生活及び人間関係を

よりよく形成すると

ともに、人間として

の生き方についての

考えを深め、自己実

現を図ろうとする態

度を養う。 

特別活動の 

指導の重点 

総合的な学習の 

時間の指導の重点 

キャリア教育の指導の重点 

望ましい勤労観、職業観を養い、将来を

見通した進路の選択や決定を援助する。 

生活指導の重点 

教育相談的手法を重視した指導の実践

を心がけ、共通理解に努め、生徒の心に

訴えかける生活指導を推進していく。 


